
はじめに

　２００２年３月２２日、文化審議会（高階秀爾
会長）は、史料編纂所（以下、本所と略
す）所蔵の島津家文書を、国宝に指定する
よう遠山敦子文部科学大臣に答申した。こ
の指定は、「古文書」としてのもので、島津
家文書の大部分を占める総計１５， １３３通が国
宝となった。東京大学の財産が国宝に指定
されるのは初めてのことである。
　薩摩藩島津家に伝存された島津家文書は、
平安時代以来の文書を含む一大武家文書群
であり、質・量ともに国宝に指定されるに
ふさわしいものである。小稿では、島津家
文書の伝存の事情と、内容の特徴を紹介し
たいと思う。

１　西南戦争の激戦地から搬出された

　　島津家文書

　江戸時代の藩の史料は、①藩主の財産と
しての家史料、②国元で作成された藩政史
料、③江戸藩邸で作成された藩政史料の三
種に別れる。本所所蔵の島津家文書は、お
おむね①の史料である。
　島津家文書は（写真１）、江戸時代、鶴丸
城（鹿児島城）の本丸御番所、三の丸御厩
の裏手「岩崎六ヶ所御蔵」、及び二之丸前の
屋敷跡に新築された新文庫などに収納され
ていたという。明治四年、廃藩置県の後、
島津家文書は、「岩崎六ヶ所御蔵」にまとめ
て収納されることになった。
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　ただし②の藩政史料は、明治５年（１８７２）
夏、鹿児島県令大山綱良によって、「旧習が
脱けぬ」という理由で、「藩庁の家老座・大
監察局・其他公用帳簿類」など、土蔵に保
存されていた史料がすべて焼却処分となっ
た。また、③の江戸藩邸史料は、慶応３年
（１８６７）１２月２５日、庄内藩ら幕府側諸藩が
三田の薩摩藩邸を焼き打ちした時に全焼し
ている。こうして、薩摩藩の史料は、島津
家の家文書以外は明治初年にはすでにほぼ
失われていたのである。
　明治１０年の西南戦争の際、西郷隆盛の軍
勢は３月４日から２０日にかけての田原坂の
戦いに敗北し、劣勢に陥った。政府軍は、
４月２６日、鹿児島を占領していた。もし西
郷軍が鹿児島に戻って来れば、旧三の丸に
設けられた西郷の私学校の裏手にあった
「岩崎六ヶ所御蔵」は、激戦地となること
が予想された。
　５月３日、島津家家令東郷重持は、島津
家文書が戦火のため焼失することを憂え、
新政府軍に文書箱の搬出を申し入れた。し

かし現地の守備隊は、東郷の申し入れを聞
こうとせず、「帰らなければ斬る」と告げる。
東郷は、「斬るなら斬れ」と言い、その場に
座りこんだ。東郷の決死の覚悟を見た守備
隊の隊長は、ついに、六ヶ所御蔵に入るこ
とを許した。こうして、「御文書箱惣数七
十九個」が無事搬出されたのである。これ
はひとえに主君のため身体を張って交渉し
た東郷の功績であった。そして島津家文書
は、明治３５年以降に東京袖ヶ崎邸（現在の
清泉女子大学）に移送され、一部は鹿児島
の磯邸に残された。
　後に述べるが、この時に搬出された文書
は、当時伝存されていた島津家文書の大部
分であったと推測される。島津家文書は、
このような文書を守る先人の努力に支えら
れて残されたのである。

２　薩摩藩の文書整理

  前近代において、文書とは、その家の正
統性を示す大切な財産であった。そのため、
江戸時代の諸藩では、残された文書の整理
や保存に非常に力を注いでいる。
　薩摩藩における文書整理は、寛永１８年
（１６４１）、幕府から『寛永諸家系図伝』編纂
のための家譜書上げが命じられたことに始
まる。同年、文書奉行が、次いで記録奉行
が置かれ、文書の蒐集、家譜の編纂が始め
られた。その過程で、島津家に伝わった文
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書の整理が行われる。慶安２年（１６４９）に
は、整理した文書のうち、貴重とされた文
書が手鑑や巻子に仕立てられ、黒漆塗の文
書箱（写真２）に収納された。
　それ以外の文書は木箱に収められたまま
になっていたが、元禄１６（１７０３）年９月３
日、大御番所で管理されていた文書を細工
所で裏打ちし、巻子にしようとする計画が
立てられた。ところが、宝永元（１７０４）年
９月、藩主島津綱貴が江戸で死去したため
計画は頓挫し、そのまま七代過ぎた。１５２
年目にようやく計画が復活し、安政元
（１８５４）年正月１７日、島津斉彬の代に巻子
に仕立てられた。
  これらの文書が『御文書』を構成してお
り、これは『島津家文書目録（黒漆塗箱分）』
として紹介した文書にほぼ重なる。現存し
ている黒漆塗箱には、「慶安二年巳五月吉
辰　御文書之手鏡箱　八之内一」というよ
うな箱書があるものが八箱（第一、二、十、
十一、十四、十五、二十、二十一箱）ある。
　これらは、寸法から見て、巻子を収納す
るために作られたものである。島津家文書
受け入れ時の収納状態が慶安２年当時のま
まとは考えがたいが、この時点で島津家文
書の一部が手鑑や巻子に仕立てられたこと
は確実である。慶安２年の段階で黒漆塗特
二番箱と黒漆塗箱八個に収納されたのは、
文書にして８００通程度である。
　その後、江戸時代末期に、島津斉彬から
記録奉行に抜擢された薩摩藩士伊地知季安
により島津家文書の整理が行われ、この時
に巻子の補修、あるいは新規の成巻がなさ
れた。黒漆塗第一番箱や第三番箱に収めら
れた巻子に、金泥菊花文杉軸とならんで薩
摩切子切軸が使われている。このことは、
これらの文書が伊地知季安によって整理・
成巻されたことを示している。

 

３　島津家文書の概要

　島津家文書の中心となるのは、島津家に
伝えられた歴代の文書である。これは、江
戸時代に整理され、手鑑や巻子に仕立てら
れ、黒漆塗りの箱に収められていた。
　手鑑に仕立てられた文書は、『歴代亀鑑』
２帖、『国統新亀鑑』１帖、『宝鑑』２帖、
『手鑑』２帖で、文書数は３６０通である。特
に『歴代亀鑑』には、源頼朝（次ページ写
真３）・足利尊氏・織田信長らの文書を含む
始祖島津忠久以来歴代の貴重な中世文書が
収録されている。『国統新亀鑑』には、江戸
幕府の祖徳川家康ら徳川氏関係の文書があ
る。『宝鑑』は関東下知状・鎮西下知状など
の鎌倉幕府関係文書、足利尊氏・同直義ら
の御教書、室町幕府奉行人奉書などの鎌
倉・室町の重要文書、『手鑑』は近衛前久ら
近衛家よりの書状類を収めている。
　２３８巻の『御文書』と名付けられた巻子に
仕立てられた文書は、戦国時代、島津一族
の伊作家出身の島津貴久が本宗家を継いだ
後の中・近世文書である。量的に大部分を
占めるのは、豊臣秀吉から江戸幕府四代将
軍家綱までの時期の文書で、豊臣秀吉文書
２２２通を含んでいる。以上の文書は、本所
への受け入れ当時、計１９箱の黒漆塗の箱に
収められており、文書数は５， ２１８通である。
　三代藩主島津綱久以降の文書は、受け取
ったままの形で、長持などに収納されてい
た。また、１８世紀頃からは、藩の現用文書
で後世まで保存すべきと考えられたものは、
記録所に渡され、白木の箱に保存されるよ
うになった。この文書群は、白木一番箱か
ら十三番箱まである。この白木箱文書は、
江戸時代の薩摩藩において実際にやりとり
された文書がそのまま残っているものであ
るから、近世古文書学の素材としてたいへ
ん貴重なものである。また、黒漆塗箱を始
め、白木箱・長持・小箱・文書箪笥なども
ほぼ当時のままで残されており、これらの
一部は「付けたり」の形で国宝に指定され
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ている。
　外に、島津家歴代の系図や系譜を整理し
た『島津家正統系譜』、江戸幕府が諸藩に作
成させた国絵図の控えやその関係文書、島
津家の御家芸であった犬追物関係文書など、
さまざまな種類の史料が残されている。こ
れらを使用した研究はまだ手薄で、今後豊
かな成果が期待される。

おわりに

 島津家文書が本所に入ったのは、昭和３０
年から同３２年の間である。国から文部省科
学研究費の形で多額の購入費を交付されて
実現したものである。この時、同時に島津
家が明治以降に家史編纂する過程で蒐集あ
るいは作成した史料も購入している。
　本所では、昭和５２年から島津家文書の本 

格的な整理作業を行い、同６１年に手書きの
『島津家文書目録』全１３冊を作成した。し
かし、この目録は内容を中心とした目録で、
一点ごとの法量などは計測されず、また近
世古文書にあまり関心が払われていない時
期の作業であったため、文書名などにも不
備が目立った。そのため、平成８年から文
部省の科学研究費などを活用して再度文書
調査に着手し、平成９年から同１１年には鹿
児島県から産学連携経費を交付されてよう
やく『島津家文書目録』３冊を刊行すると
ともに、文書全点のマイクロフィルム化を
完成させた。こうして、島津家文書は、全
国の研究者に公開されることになり、現在
では多くの研究者が島津家文書を研究に利
用するようになっている。
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　さまざまな問題点を抱えたまま国立大学
の「歴史的な改革」が動き出そうとしてい
る。「改革」の背景や本質のとらえ方につい
ては諸説がありえるが、そこにいわゆる
「新自由主義」イデオロギーの「小さな政
府」論に基づく国家支出削減の意図を見出
すことは容易であろう。しかしこの方向に
沿った予算・人員の削減傾向は、既に以前
から始まっていることである。この傾向は、
情報化の進展と相まって、国立大学の図書
館に大きな転換を迫っており、東京大学附
属図書館は、附属図書館システム全体の歴
史的転換にとりくみ、旧来の「連絡調整さ
れた分散主義」からの脱皮を図りつつある。
　ところで経済学研究科では、図書予算規
模の縮小傾向にともなって、近年予算執行
が次第に窮屈になり、新刊の洋雑誌の購入
希望に応じられないなどの問題が生じてい
た。これをうけて長年にわたって行われて
きた図書予算と選書の方式を抜本的に見直
すことが決定され、ついに昨年４月から新
しい方式が導入されるにいたった。
　この制度改革がめざしたことは、限られ
た予算を研究科スタッフの研究上のニーズ
により適合的な形で使用する仕組みを作る
ことであった。研究グループ（カリキュラ
ム・グループ）の代表から成る「図書選定
委員会」WGを中心に、長い時間をかけて改
革の具体案が検討された。新しい制度の下
では、図書予算の編成は、「共通費」と｢グ
ループ別図書費｣に二分された。「共通費」
は、比較的多数の研究グループが希望する
図書（資料・雑誌を含む）ならびに経済学
関係の専門研究図書館として備えておくべ
き図書を購入するための予算であり、新た

に設置された「図書選定委員会」がその選
書と予算執行を行う。他方、「グループ別
図書費」は、図書予算の全体から「共通費」
を除いたものであり、それは所属教官数に
応じてグループに配分される（ただし１１月
末までに未消化のグループ予算は選定委員
会の下で共通費と同様に執行される）。こ
れまでの図書予算編成は、事実上「共通費」
に一本化されていたので、グループ別の経
費が設けられたことが最大の変更点である。
　言うまでもなく、雑誌（とくに洋雑誌）
の購入が共通費の最大部分を占めており、
それが近年の予算硬直化の最大の要因でも
あった。そこで新制度の導入と並行して雑
誌購入費の節減をめざし、洋雑誌の購入に
関するアンケートが実施され、購入希望が
比較的多い雑誌を共通費で処理し、購入希
望が少ない雑誌をグループ予算で処理する
ことにし、あわせて学内所蔵やオンライ
ン・ジャーナルの購入状況を考慮しながら、
相当数の洋雑誌の購入が中止された。
 新しい制度の下で、グループ予算の枠内
でいつでも新刊の雑誌を購入することが可
能となったので、改革の発端にあった不満
は解消された。各教官が希望する図書を購
入できるようにすることが改革の最大の狙
いであったから、新方式の長所は明らかで
ある。とはいえWGは、新方式の導入に際
して教官個人の希望が充たされることだけ
を重視したわけではない。前述のように、
共通費の設定は、専門研究図書館としての
図書の購入が継続的に行われることに配慮
した結果である。改革案の作成に際しては、
教官のニーズへの対応と専門研究図書館と
しての観点を調和させることに十分な配慮
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が払われたのである。
　しかし長期的に見ると、新方式の導入に
ともなって東大経済学部図書館の質が変わ
る可能性に懸念がまったくないわけではな
い。たとえば洋雑誌を見た場合、経済学部
の図書館には国内の他の図書館にはあまり
ない雑誌が、これまで数多く所蔵されてき
た。「他の所にはなくても東大にはあるだ
ろう」という期待は、多くの研究者がしば
しば抱くことである。実際、筆者自身もか
つて東大に移ってくる前、いく度かそのよ
うな経験をしたことがある。
　しかし今後は、このような期待は次第に
裏切られることになるかも知れない。「東
大にあるのではないか」という期待に応え
ることを保障していたのは、経済学部所属
の教官のニーズを越えて、歴史的に、広い
見地から選書が行われてきたことである。
もとより新方式の下でも、「専門研究図書
館としての選書」という観点を拠り所とし
て、この良き伝統を継承する余地が全くな
いわけではない。しかしこの観点が意味す
るところは、現実には、国内のメジャーな
図書館にある図書は東大も所蔵していなけ
ればならないということである。予算が潤
沢であれば、昔のように日本全体の研究者
のことを考え、意識的に広い見地から図書
を購入する余裕もあろうが、残念ながら、
｢他人様のことを考える｣余裕はないという
のが実情であろう。雑誌以外の図書・資料 

についても、同様の懸念が指摘できよう。
一般の図書についても、東大経済学部には
他の図書館にはないものがたくさん所蔵さ
れている。とてもその分野を専攻する教官
がいたから購入されたとは思えないものが、
多く所蔵されているのである。これもまた
昔は予算に余裕があって、スタッフの直接
の関心やニーズに囚われない広い見地から
図書購入が行われた結果であろうから、今
後は困難となろう。他大学の図書館にして
も厳しい予算状況に変わりはあるまい。憂
慮すべきは、それが長期的に見て日本全体
の経済学・社会科学関係の文献・資料の蔵
書に影響を与えることである。将来の研究
者は、この点では、よき時代の選書の恩恵
に浴するわれわれに比べて不利な研究状況
に置ことになるのであろうか。
　もっとも情報化は、このような懸念を杞
憂に終わらせてくれるのかも知れない。現
在では、国内の図書館に必要な文献が見つ
からないことは、すでに大きな障害ではな
くなりつつある。図書館相互のインターロ
ーン、複写サービス、資料のデジタル化等
が国際的に発展し、外国から短時間で必要
なものを手に入れることが、すでに現実化
しつつある。その場合には、日本的視野か
ら蔵書を考える発想自体が、時代錯誤にな
るのかも知れない。むしろ一刻も早く、そ
うなって欲しいものである。
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　総合図書館国際資料室は、国連寄託図書
館であるとともに、欧州連合（EU）の資料
センター（EDC：European Documentation 
Centre）となっています。EDCは、欧州委
員会から情報提供を委託されている資料セ
ンターで、世界で約５００機関（日本では１９機
関）が指定されています。EDCの役割は、
欧州委員会出版局刊行物の寄贈を受け、
EUの諸問題に関する調査・研究を促進する
ために情報提供を行うことです。国際資料
室は、１９８０年に指定を受けました。
　日本における欧州委員会の代表機関とし
て、駐日欧州委員会代表部が置かれたのは、
１９７４年のことです。駐日欧州委員会代表部
の役割の一つに、「日本におけるEUに対す
るより良い理解を醸成」することがありま
す。この役割を果たすための方策の一つと
して、２００１年から日・EUフレンドシップウ
ィークが始まりました。日・EUフレンドシ
ップウィークは、日本と欧州の「人と人」
の交流を通してEUをより良く理解しても
らうことを目的に、駐日欧州委員会代表部
が毎年5月に開催する、一連のスポーツ、学
術および文化などの交流イベントです。５
月に開催されるのは、１９５０年５月９日のフ
ランス外相ロベール・シューマンによる「シ
ューマン宣言」がEU創設の始まりであると
されており、５月９日が「ヨーロッパ・デ
ー」となっているからです。国際資料室も
日・EUフレンドシップウィークの一環で、
当初から資料室のオープン・デイとして展
示会を開催しており、今年で３年目となり
ます。他大学では今年は、東北大、慶應義
塾大、早稲田大、日本大、同志社大、西南
学院大の６EDCが参加しています。

　中・東欧や地中海地域１０ヶ国が２００４年５
月にEUに加盟することになり、この条約
の調印が本年４月１６日にアテネで行われま
した。今回はこれにちなみ、下記の展示会
を開催しました。期間中の来観者数は、
２２９名（内、学外者約７０名）でした。

　展示の構成は、以下のとおりです。
�　第１会場（総合図書館３階ホール） 
・欧州統合と拡大EUに関するパネル展示  
  EUの歴史や機構、EU拡大の歩みや加
盟予定国であるチェコ、エストニア、キ
プロス、ラトヴィア、リトアニア、ハン
ガリー、マルタ、ポーランド、スロヴェ
ニア、スロヴァキアの基礎データなどに
ついて、８枚のパネルを作製しました。
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日・EUフレンドシップウィーク２００３
国際資料室EU資料展「欧州統合と拡大EU」について

総 合 図 書 館　 国 際 資 料 室

名称：国際資料室EU資料展「欧州統合と拡
大EU」

期間：２００３年５月１５日 （木） ～２１日 （水）
   （土日は除く）９：００～１７：００
場所：総合図書館３階ホール・国際資料室 
後援：駐日欧州委員会代表部
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�　第２会場（国際資料室） 
・加盟予定国のポスター・パンフレット・
リーフレットの展示
  ポスター・パンフレット等は、加盟予
定国の大使館や政府観光局から提供して
もらいました。

 

・欧州統合に関する主要な条約や今回の加
盟条約の展示
  １９５２年発効の欧州石炭鉄鋼共同体設立
条約（パリ条約）から本年２月発効のニ
ース条約までの主要な条約や今回の加盟
条約について、EU官報（Official Journal 
of the European Union）や欧州委員会出
版局刊行物を中心に展示しました。
・EU拡大関係資料の展示
・EU紹介ビデオの上映
・利用者用端末によるEUのWebサイト
（Europa Server）や駐日欧州委員会代
表部WebサイトのEU拡大に関する記事
の紹介

　なお、今回の展示のWeb版を国際資料室
ホームページに掲載していますので、ご覧
ください。
　URL: http://www.lib.u-tokyo.ac.jp
　　/undepo/exhibition/2003/ index.html

　また、昨年の日・EUフレンドシップウィ
ークに開催しましたユーロ展についても
Web版を掲載していますので、ご覧いただ
ければ幸いです。
 URL: http://www.lib.u-tokyo.ac.jp　　
/undepo/exhibition/2002/dgtl_tenji.html 

Vol． ４２ No． ４ ２００３． 9 図書館の窓

－５２－

作製したパネルのうちの１枚
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　本学では平成１２年４月に電子ジャーナル
導入実験を開始し、今年度から本格運用が
始まりました。利用できるタイトル数も、
実験開始時の約  １， ９００  タイトルから、現在
は約  ５， ２００  タイトルにまで増えました。こ
れら学内で利用できる電子ジャーナルをよ
り身近に感じていただくためにも、電子ジ
ャーナルに関する様々な話題をこれから３
回にわたってご紹介して参ります。
　第１回目の今回は、入門編として電子ジ
ャーナルとはどのようなものか、またその
利用方法について簡単にお話します。

１．電子ジャーナルとは
　雑誌論文を電子化してコンピュータのデ
ィスプレイで見られるようにしたもので、
出版社のサーバへオンラインでアクセスし
て利用するところからオンライン・ジャー
ナルとも呼ばれます。海外の学術雑誌に多
く見られ、インターネットの普及に伴って
その数は増え続けています。
　電子ジャーナルには有料のものと無料の
ものがあります。試験的に無料で公開を始
めて、次第に冊子体を購読すれば電子ジャ
ーナルが無料で利用できたり、冊子体購読
に追加料金を支払うことで利用できるよう
なかたちで有料化が進んできました。最近
は電子料金を価格の主体として冊子体講読
を追加オプションとするものが増え、冊子
を廃刊にして電子のみを残すものや、最初
から電子のみで刊行される雑誌も増えてき
ています。
　雑誌を電子化することで機能も向上して
おり、論文を検索するための検索式の保存
ができたり、最新号の情報を登録したメー

ルアドレスへ送ってくれるなど、便利なサ
ービスを提供している出版社もあります。
　以下に電子ジャーナルの長所・短所を挙
げておきましょう。

＜長所＞
・研究室に居ながらにして論文を読むこと
ができる。
・学内であれば２４時間アクセスできる。
・読みたい論文が早く手に入る。
・複数の人が同時に利用できる。
・リンクが張られていれば、引用論文など
を簡単にたどることができる。
＜短所＞
・利用するためには情報環境の整備が必要
となる。
・出版社サーバやネットワークの不具合な
 どの外部要因によってアクセスに支障が
出る場合がある。
・契約内容によって利用範囲や条件にばら
　つきがある。

２．電子ジャーナルを利用するには
　本学での電子ジャーナル利用対象者は原
則として東京大学の構成員となっています。
また出版社との取り決めにより、機械的か
つ継続的にダウンロードすると、通常の適
切な利用範囲を超えるとみなされ、最悪の
場合、全学で利用停止ということになりま
すので、十分ご注意ください。
　実際に電子ジャーナルを利用する際は、
必ず学内の端末を使い、「東京大学で利用
できる電子ジャーナル検索」
（http://ejournal.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/） ※１  で
検索してからご利用ください。このページ
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東京大学で利用できる電子ジャーナルについて
―第１回　入門編―

附属図書館　情報管理課資料契約掛
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は学内で利用できる電子ジャーナルのリン
ク集で、画面の構成は＜図１＞のようにな
っています。
　＜図１＞の①または②から検索をして結
果が表示されたら、タイトルをクリックし
てください。リンクされている電子ジャー
ナルのページにジャンプします。その後、
見たい巻号 →論文と、   順にクリックしてい
くと、論文のフルテキストを見ることがで
きます。
 論文を表示させるとき「PDF」   と書かれ
ている場合があります。この場合は論文を
表示させるためのソフト「Adobe Reader
（Adobe Acrobat Reader）」が必要です。 
Adobe   Reader  は  Adobe  社  の  サ  イ  ト
http://www.  adobe  .co.  jp/  か ら無料で ダ ウ
ンロードできます。
　その他、出版社ごとの詳しい利用方法は
「東京大学で利用できる電子ジャーナル検
索」の利用案内でご確認ください。
　また、情報基盤センター学術情報リテラ

シー掛によるデータベース定期講習会でも
電子ジャーナルの利用についてご紹介して
いますので、ぜひご参加ください。
　講習会の日程等は  http  :  //www  .lib.  u-to-
kyo.ac.jp/dl/koshukai/index.htmlでご確認
ください。

３．利用できる範囲
　「東京大学で利用できる電子ジャーナル
検索」にリンクされているタイトルであっ
ても、古い巻号は契約の範囲外であったり、
電子ジャーナル化されていないなどの理由
で利用できないものがあります。その場合
は冊子体をご利用ください。 「東京大学で
利用できる電子ジャーナル検索」は学内の
オンライン蔵書目録データベース （OPAC）
とも連動しています。検索結果表示画面で
該当タイトル横の「OPAC」と書かれたボ
タンをクリックすると  OPAC  の該当雑誌検
索結果が表示され、学内での冊子体所蔵の
有無がわかります。学内に所蔵が無い場合
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①特定のタイトルを検索す

る場合、この検索窓にタ

イトルやISSNを入れて

検索します。

②タイトルがわからない場

合や、どのようなタイト

ルがあるか見たい場合、

ここでアルファベットを

クリックするとその文字

から始まるタイトルが一

覧表示されます。

③利用上の注意や、お知ら

せが掲載されています。

必ず目を通してください。

④よく寄せられるご質問・

お問い合わせについて、

Q＆A形式で掲載してい

ます。 ※２

�図１�
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は学外へ文献複写を依頼することもできま
すので、ご所属の図書館（室）へお問い合
わせください。
　また、＜図２＞のように  OPAC  で雑誌を
検索し、詳細表示すると、「e-journal」 と書
かれた黄色いボタンが表示されている場合
があります。このボタンをクリックすると
「東京大学で利用できる電子ジャーナル検
索」の検索結果が表示されます  （ただし学
内で電子ジャーナルが見られないもの、電
子ジャーナルが存在しないものは「ヒット
件数：０件」と表示されます）。

４．新たに追加を希望するとき
　約  ５， ２００  タイトルが利用可能な状態であ
るとはいえ、  「東京大学で利用できる電子ジ
ャーナル検索」へのタイトル追加のご要望
は日々寄せられています。
　学内で既に冊子体を購読しているものに
無料の電子ジャーナルが付いている場合は、
比較的容易に追加できますが、有料の電子
ジャーナルの場合には、それを全学で経費
負担するものとして導入するかどうかを毎
年、図書行政商議会の下に設けられたサー
ビス特別委員会で検討することとなってい
ます。

　新たにタイトル追加をご希望の場合は、
ご所属の部局図書館（室）にご相談いただ
くか、ejournal＠lib.  u-tokyo.ac.  jp  宛てに導
入希望のメールをお寄せください。
　タイトル追加以外にも、電子ジャーナル
についてのご質問・ご相談がありましたら
ejournal＠lib.  u-tokyo.  ac.  jpまでメールをお
送りください。

　次回は、東京大学では電子ジャーナルが
どのような過程を経て皆様にご覧いただけ
るようになるのか、その舞台裏の模様をお
届けいたします。
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�図２�

利用できる電子ジャーナル
があれば、このように表示
されます。

※１「東京大学で利用できる電子ジャーナル検索」 
 へは附属図書館ホームページ
（http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/） からリンクが 
 張られています。

※２ 現在F.A.Q（よくある質問）は、�「利用案  
 内」のもとへ移動しました。
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　本誌Vol.  ４１,  �４   （２００２.１０）   からVol.  ４２,  
�  １（２００３.２）まで、「図書館利用入門講座」
４回シリーズで、東京大学図書館での本や
雑誌の探し方、東京大学で利用できるデー
タベースの使い方など、文献情報の集め方
を紹介してきました。
　今回はデータベースを使って集めた文献
情報データを管理し、レポート・論文を作
成するときに必要な参考文献リストを簡単
に作成する文献管理ソフトについてお話し
ます。

　レポート・論文を作成するときには、自
分の意見が大事なことはもとより、先行研
究の成果をふまえることも重要です。また、
利用した資料は明記する義務があります。
　集めた文献情報を管理するには、文献カ
ードを作成すると便利です。では、データ
ベースを使って集めた文献情報データをパ
ソコンを使って管理するには、どんな方法
があるでしょうか。
１．ワープロソフトやエディタソフトを使

って、ダウンロードしたデータをその
ままの形で編集・加工、印刷する。

２．データベース・ソフトを使って、パー
ソナル・データベースを作成する。

３．文献管理を目的として作られたソフト
ウエア（＝文献管理ソフト）を使う。

　データを管理するデータベース・ソフト
には、Access や FileMakerProなどがあり
ますが、それらのデータベース・ソフトに
比べ、文献管理ソフトは、論文の執筆のた
めの参考文献の保存、管理、編集を目的と
しているので、次のような便利な機能を持
っています。

　文献管理ソフトとして市販されているも
ので、定評のあるものには、次のものがあ
ります。

　これらのソフトは次のような機能を備え
ています。
・PubMed, CAS, Web of Scienceなどのデ
ータベースを検索し、検索結果を自動取
込する。
・電子ジャーナルの普及に伴いイメージデ
ータの取込機能がある。
・文中の引用文献と巻末の参考文献リスト
を自動生成する。
・主要海外学会誌や学術雑誌の投稿規程に
対応している。
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論文作成に役立つツール　－文献管理ソフトの話－
図書館利用入門講座（付録）

情報基盤センター　学術情報リテラシー掛

文献管理ソフトの便利な機能

１　データベースを検索し、集めた文献
情報データを簡単に取り込めるダウン
ロードやエキスポート機能

２　文献情報データのソート・検索など
文献データベースとしての機能

３　レポート・論文作成のときに、参考
文献リストが簡単に作成できる自動生
成機能

定価（円）対 応商 品 名

４９， ０００Mac,  WinEndNote

１９， ８００WinGetAref

１２， ８００（学生版）

５４， ０００MacProCite

５４， ０００Win
Reference
Magager
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　市販されているソフトは便利な機能を備
えている反面、高価でもあります。一方、
基本的な機能をもったフリーソフトもあり
ます。ここでは基本的なデータベース機能
に加えて、論文に添付する参考文献リスト
の作成、文献データベースの自動読み込み
機能を持つ、「Bunso（文想）」（Windows用）
について簡単に紹介します。
 次のサイトからダウンロードできます。

�便利な機能１
 データベースを検索し、集めた文献情報
データを簡単に取り込めるダウンロードや
エキスポート機能がある。

　Bunsoは、Medline、医中誌などデータベ
ースの検索結果を自動読み込みすることが
できます。また、コンマ区切り、タブ区切
り（Excel）にも対応しています。
　東京大学情報基盤センターが提供する
FELIX（ジャーナルコンテンツ・データベ
ース）は、検索結果をテキスト形式でダウ
ンロードできますので、検索結果を簡単に
Bunsoに取り込めます。

　一覧表画面（上）とカード画面（下）が
あります。

　カード画面では入力スペースのレイアウ
トを自由に設定できます。見出しの変更、
テキストボックスのサイズ変更、不必要な
テキストボックスの削除などが可能です。
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Bunso:

http://hp.vector.co.jp/authors/VA00５８１８/
対応する項目を選んで、「読
み込み開始」ボタンを押す
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　医学系の文献を整理するのにBunsoを利
用したい方は、九州大学医学図書館が提供
する「医系学生・研究者のための情報検索・
文献管理ガイダンス」をご覧ください。
http://www.lib.kyushu�u.ac.jp/libinf

/med/mir.html

　ここではPubMedを検索し、検索結果を
Bunsoに取り込む方法が画面例を使いなが
ら丁寧に紹介されています。
　また、法学系については、九州大学大学
院法学府 公法・社会法学専攻原田大樹さん
が提供している「Bunsoについて（法学テ
ンプレートの利用方法）」をご覧ください。
http://www.law.kyushu�u.ac.jp/̃taiki

/research/bunso.html

�便利な機能２
 文献情報データのソート・検索などの文
献データベースとしての機能がある。

　検索には、項目（複数も可）を指定して
検索する方法と２つ以上の条件を指定する
検索する方法があります。

�便利な機能３
 レポート・論文を作成するときに、参考
文献リストが簡単に作成できる自動生成機
能がある。

　MS Wordと協調して、本文を書きなが
ら引用文献リストが作成できます。
　あらかじめ本文中に文献IDを｛ID１５｝の
ように挿入しておき、このMS Wordの文
書をBunsoに読み込ませると、自動的に本
文に対応した文献リストを作成します。本
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ソートのボタンを押すと、
ソート項目が３つまで選
べます。

２０００年に出版された
論題に「文献管理」 を含む
文献を検索する。

題名に「文献管理」を含む
ものを検索する。
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文に挿入された文献IDは自動的に「文献番
号」などに置き換わり、この文献番号付き
のファイルは、別名で保存されます。
　また、著者の記述形式など引用形式は、
投稿する雑誌や分野によって違いますが、
Bunsoではこのレイアウトも自由に設定す
ることができます。

　その他の機能や詳しい使い方は、Bunso
のヘルプをご覧ください。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

　様々なデータベースから効率的に集めた
文献情報データを、便利な機能をもつ文献
管理ソフトを使って管理し、レポート・論
文の作成に役立てていただきたいと思いま
す。
　東京大学が提供するデータベースのうち、 

OPAC、FELIX、Web of Scienceや電子ジ
ャーナルサービスを効率的に使っていただ
くため、情報基盤センター学術情報リテラ
シー掛では「データベース定期講習会」を
開催しております。お気軽にご参加くださ
い。
　データベース定期講習会の日程は、次の
URLから確認できます。

http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/koshukai/

　また、ご希望に合わせた内容、日時で研
究室までお伺いする「データベース出張講
習会」も承ります。授業やゼミなどで、ど
うぞご活用ください。

http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/koshukai

/shuccho.html
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図書館（室）ニュース

 常設展「総合図書館の文物」について

 総合図書館の常設展示は、７月から「総合図書館の文物」に変わりました。大正
１２年、関東大震災で倒壊・炎上した前後の様子や再建された新図書館と、今に残る
文物を紹介するものです。学習や研究の合間に、図書館を見直してごらんください。

 経済学部図書館の利用について

 経済学部図書館では、赤門総合研究棟改修工事のため、一部資料が利用できませ
んでしたが、８月２５日より全ての資料の利用が可能となりましたので、お知らせし
ます。長い間ご不便をおかけいたしました。
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　情報基盤センター学術情報リテラシー掛
では、情報リテラシー支援の一環として、
平成１３年度に公開した「ネットでアカデミ
ック on Web」に新たなデータベースやサ
ービスを追加する改訂作業を行いました。

《新たに加わったデータベース》
・「多言語対応版OPAC」
 平成１３年度３月からサービスを開始
・「Webcat Plus」（国立情報学研究所）
 平成１４年１０月に公開
 

　この「ネットでアカデミックon Web」は、
ネットワークやデータベースを使った文献
資料の探し方をわかりやすく解説した電子
版テキストです。
　初めてデータベースを利用する方から、
論文作成に備えて本格的な文献調査を必要
とされる方まで幅広く役立つコンテンツで
す。 学内・学外を問わず、インターネット
でどこからでもご利用いただけます。
http://literacy.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/ wack/
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「ネットでアカデミック on Web」の改訂と多言語版の作成について

情報基盤センター　学術情報リテラシー掛

文献を探すヒントがいっぱい！
There are plenty of tips to help you search for documents!
Il y a plein de trucs pour chercher des documents!
Hay varios tips para la bｕsqueda de Material de Consulta.

ネットでアカデミック on Web
　トップ画面（日本語版）

言語選択部分（拡大）
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 今回、日本語・英語版に加えて、留学生
の方に幅広くお使いいただけるよう中国
語・韓国語・フランス語・スペイン語の４
ヶ国語版を追加作成しました。

各国語版画面
 

　また、これまで公開してきた２ヶ国語版
では共通して、コンテンツ中のデータベー
ス検索例に日本語版の画像を使用してきま
したが、さらに便利にお使いいただけるよ
う改訂後の英語版、追加作成した４ヶ国語
（中・韓・仏・西語）のコンテンツ中では、
英語の検索画面を用いました。

　さらに内容の充実した「ネットでアカデ
ミック on Web」を、自学自習用として、
あるいは授業での補助教材として、ぜひご
活用ください。 
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　携帯電話での東京大学蔵書目録（OPAC）
の検索サービスが新しくなりました。
　今までのキーワードによる目録検索に加
えて、次のWebリクエストサービスの一部
機能が使えるようになりました。

・現在借りている本・返却期限の確認
・他の人が借りている本が必要な場合の貸
出予約申し込み
・Webリクエストにより依頼した本やコピ
ー取り寄せの状況確認
・Webリクエストからの購入依頼した本の
状況確認

　では、機能を紹介します。なお、画面例
は実際のものとデザイン等異なる場合があ
ります。

１．機能を選ぶ

　接続URLは従来と同じです。
http://mg.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/opac/i/

接続すると、メニュー画面が出てきます。

画面最下行の　literacy＠lib  .u-tokyo.  ac.  jp
は、利用に関する問合せ先です。各画面共

通に表示されます。
　それぞれの項へカーソルを移動するか、
数字キー入力で各ページへ遷移します。

２．本・雑誌を探す

　キーワードを入力し、検索します。本・
雑誌を区別した検索、所蔵場所（例：駒場
図書館）を限定した検索ができます。
　検索結果一覧から必要な書名・雑誌名の
番号を押すと詳細が表示されます。

　指定のメールアドレスへ検索結果を転送
する機能もこれまでの  i-mode  OPACと同じ
です。
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携帯電話OPACに新しい機能が増えました

情報基盤センター　学術情報リテラシー掛
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３．どこの図書館にあるか確認する／貸出
予約の申し込みをする

　検索結果一覧から、数字キーにより本を
選択すると、詳細と所蔵一覧が表示されま
す。所蔵一覧で所在場所（例：駒場図書館）
を特定して、請求記号（本が置いてある場
所を示す記号）を表示させます。

　他の人が借りている本は、予約申込がで
きます。
　利用者ID、パスワードにより認証を受け
た後、予約申込画面へ進みます。
　利用者IDは、東京大学附属図書館利用証 

（または東京大学総合図書館・教養学部図
書館等利用証）に表示されている８桁の番
号です。利用証作成時に、 初期パスワード
が設定されています。初期パスワード、パ
スワードの変更のお問合わせは、利用証を
作成した図書館 （室） カウンターへお尋ねく
ださい。

４．本の購入申込状況を照会する

　貸出予約と同様の利用者ID、パスワード
認証の後、教官購入申込、教官推薦図書申
込、学生希望図書申込の状況確認ができま
す。

　複数の申込がある場合、絞り込みができ
ます。
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５．文献コピー・借用進捗状況を確認する

　文献コピーや図書貸借をWebリクエス
トサービスから利用した人は、携帯OPAC
からその処理状況が確認できます。申込そ
のものは携帯端末からはできません。

　Webリクエストサービスは、図書館（室）
によって取り扱いが異なります。文献複写・
図書借用に関するページで確認してくださ
い。
https://opac.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/webill

　/help/ill_help.html

６．貸出や予約状況を確認する

 

　これらはすべて、現在、OPAC  において、
Webから利用可能な機能ではありますが、
今回の携帯OPACの機能リニューアルによ
り、さらにより多くの方々に実際に利用い
ただき、学習・研究に役立てていただけれ
ば幸いです。

https://opac.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/uxbok

　/menu.html

https://opac.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/webill

　/help/ill_help.html 
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ご都合の良い時間帯を選んでどうぞご参加ください。（１１:００�１２:００、１５:００�１６:００、１８:００�１９:００）

９月～１０月のデータベース定期講習会のお知らせ
－学んで触れて探し出そう！－

情報基盤センター　学術情報リテラシー掛

◆　会　場：総合図書館　１階　メディアプラザⅠ　講習会コーナー
◆　定　員：各回１２名です。（予約は不要です。時間までに会場へ直接集合してください。）

内　　　　容コ ー ス 名
・授業で指定された文献や参考文献リストに記載された文献の所在調査の
テクニックを習得することを目的とします。

・OPACなど基本的なデータベースを使った検索実習を中心とします。
入門コース

・雑誌記事索引データベースをはじめ、各専門分野の文献データベースの
検索実習を中心に、文献調査方法と電子ジャーナルの利用について紹介
します。

実践コース （１）
文献データベース

・引用索引データベース（Web of Science）の検索実習を中心に、文献調
査方法と電子ジャーナルの利用について紹介します。

実践コース （２）
引用索引データベース
（Web of Science）

・東京大学で利用できる代表的な電子ジャーナルの利用方法について紹介
すると共に、各種データベースを用いた文献検索の実践演習を行います。

実践コース （３）
電子ジャーナル

スケジュール　（２００３年９月～１０月）

金木水火月

９/５９/４
１８:００�１９:００ 実践�

９/３９/２
１１:００�１２:００ 入門

９/１

９/１２
１５:００�１６:００ 実践�

９/１１９/１０
１１:００�１２:００ 実践�

９/９９/８
１１:００�１２:００ 実践�

９/１９９/１８
１５:００�１６:００ 入門

９/１７９/１６
１８:００�１９:００ 実践�

９/１５
   休日

９/２６
１８:００�１９:００ 実践�

９/２５
   休館日

９/２４
１５:００�１６:００ 実践�

９/２３
   休日

９/２２
１８:００�１９:００ 実践�

１０/３１０/２
１１:００�１２:００ 実践�

１０/１９/３０
１１:００�１２:００ 実践�

９/２９

１０/１０
１８:００�１９:００ 実践�

１０/９１０/８
１５:００�１６:００ 実践�

１０/７１０/６
１１:００�１２:００ 入門

１０/１７１０/１６
１８:００�１９:００ 実践�

１０/１５１０/１４
１５:００�１６:００ 実践�

１０/１３
   休日

１０/２４
１１:００�１２:００ 実践�

１０/２３
   休館日

１０/２２
１８:００�１９:００ 入門

１０/２１１０/２０
１５:００�１６:００ 実践�

１０/３１１０/３０
１１:００�１２:００ 実践�

１０/２９１０/２８
１１:００�１２:００ 実践�

１０/２７

（都合により開催日時を変更する場合があります。スケジュールはホームページ等でもご確認
ください。）
ご要望に応じた内容で出張講習会もいたします。授業やゼミ単位でお申し込みください。

お問い合わせ先：情報基盤センター学術情報リテラシー掛（内線２２６４９）
literacy＠lib.u-tokyo.ac.jp 　http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/koshukai

文献調査のヒントが
いっぱい�

New!
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蔵     書     数
職 員 数

逐 次 刊 行 物図  　　　　書

合　計
（種）

欧　文
（種）

和　文
（種）

合　計
（冊）

洋　書
（冊）

和　書
（冊）

定員外
（人）

定員内
（人）

３，１６９１，７６７１，４０２５９０，４７８３６９，７５８２２０，７２０８１６大学院法学政治学研究科・法学部研究室

７９７９０７０，１４１７０，１４１００２　法学部附属外国法文献センター

６，８４９２９６，８２０５４，５５４７９８５３，７５６１２　法学部附属近代日本法政史料センター

７，９５３４，９０６３，０４７３０４，０４２２０２，３８３１０１，６５９１５１２医学図書館

７，９１８４，２９６３，６２２３８３，７９１２４２，４５２１４１，３３９１６１６大学院工学系研究科・工学部図書室 （１６室）

１０，１４６３，９８２６，１６４８３１，３３９４４０，２５７３９１，０８２１３８大学院人文社会系研究科・文学部図書室

８，１５６５，５１３２，６４３２３２，６１２１９５，５０６３７，１０６７１０大学院理学系研究科・理学部図書室 （８室）

１１，４７５５，４１５６，０６０３８０，００２１６３，５７８２１６，４２４９１４農学生命科学図書館

１１，８９５４，７９５７，１００６９３，３２６２９５，６０２３９７，７２４１８１３経済学部図書館

４，５４２２，１６８２，３７４１，０１２，７４７５１２，１０８５００，６３９１６２０駒場図書館（含む自然科学図書室）

２１３１４３７０６４，６８２６０，４５２４，２３０３１　アメリカ太平洋地域研究センター

３，２０８９４３２，２６５１１７，１６５５６，３５０６０，８１５２４大学院教育学研究科・教育学部図書室

５３４２８６２４８３６，１６５２７，３５７８，８０８１２薬学図書館

１，４４８１，２９４１５４１３７，６５９１２４，９１４１２，７４５３３大学院数理科学研究科図書室

５７３３０４２６９１７，３２１１４，４８４２，８３７０１大学院情報理工学系研究科

８２７６６６，２２０１，６９７４，５２３１０大学院新領域創成科学研究科

１，２８２９６２３２０６３，３７２５３，７５０９，６２２１２医科学研究所図書室

１，６８９８０９８８０４９，３７９３０，５１４１８，８６５１３地震研究所図書室

５，５８９１，８４３３，７４６６０５，２８４１４９，１５０４５６，１３４４８東洋文化研究所図書室

１，７９６５５３１，２４３３０２，８３１１２３，０７８１７９，７５３２９社会科学研究所図書室

１，０４３４４７５９６９９，０６９４３，３２４５５，７４５
４４

社会情報研究所図書室

０００１２，２８５４，６９７７，５８８　情報メディア研究資料センター

２，２２６１，２８３９４３１５８，２７１９７，７９１６０，４８００４生産技術研究所図書室

２，２６２１８１２，０８１４７８，５４２１３，１８０４６５，３６２５９史料編纂所図書室

４０９３８０２９２０，８７７１９，８１０１，０６７２１分子細胞生物学研究所図書室

２４０２１８２２２０，００９１８，６０９１，４００
２２

宇宙線研究所図書室

６６２５８３７９│６１，９１１５３，４６５８，４４６物性研究所図書室

１，９０９８４５１，０６４３８，１３８２９，５１６８，６２２１２海洋研究所図書室

１５１８８６３８，３１３３，７７８４，５３５０１情報基盤センター共同利用掛情報資料室

２，８０１６５９２，１４２４，９０２２，０８８２，８１４１１総合研究博物館図書室

６７３２３５２，０６７１，００５１，０６２２０アイソトープ総合センター図書室

１，５３９１，２７２２６７７３，６０４５４，７３０１８，８７４２２先端科学技術研究センター図書室

１０１，９０５４６，１５１５５，７５４６，９３１，０９８３，４７６，３２２３，４５４，７７６１４０１７２計

２５，８３１１４，１５８１１，６７３１，１８１，２３７４６９，２０５７１２，０３２２７４４総合図書館

１２７，７３６６０，３０９６７，４２７８，１１２，３３５３，９４５，５２７４，１６６，８０８１６７２１６総計

１２８，６９４６４，４０１６４，２９３８，０３１，２１２３，７８８，２６１４，２４２，９５１１６４２２２参考（平成１３年度総計）

平成１４年度東京大学附属図書館統計表

＊職員数は平成１５年５月１日現在（情報基盤センター・総合研究博物館は兼任）
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相互利用
（文献複写）館外貸出

   （冊）

受   入   資   料   数
   資料費
   総 数

      （千円）

逐 次 刊 行 物図  　　　　書

依　頼
（件）

受　付
（件）

内購入
合　計
（種）

欧　文
（種）

和　文
（種）

内購入
合　計
（冊）

洋　書
（冊）

和　書
（冊）

１９１５３４０１，２５８１，７７９１，０４３７３６１１，４８６１４，９３５９，２９８５，６３７２０６，６２３

４３１９０７９７９７９０１，２５７１，７３８１，７３８０４４，３５２

０２４５０００００４２４８０２４８３，２６８

７，２５１１２，７２４２０，１８１８７９１，８０４８４８９５６７７７３，８３８２，３０９１，５２９８６，７７９

６，３９０７，２４３３８，６３７１，４９３２，８７２１，１０４１，７６８３，９９１５，１１０３，６６３１，４４７１５４，２４２

７８６１，８１１１２，３６３２，５８３５，０５３１，７６４３，２８９１５，１５５１９，４７４１０，６２０８，８５４１８１，９６０

５１５３０７３４，９００６７２２，３５９１，４６２８９７８３５４，２０９３，６４８５６１１１６，９３１

１，３８９２１，０５０２４，０４７１，６７２３，７２９１，７７８１，９５１２，３２０５，８４４３，０７５２，７６９１１９，８９２

１４９７８９２４，８２４５２０１，２２１５３７６８４３，９４８８，９２３３，１９３５，７３０７３，９９９

１，８９７９７８７９，６４３２，０３０３，５６８１，７７４１，７９４１０，０２２１３，６９３７，９７８５，７１５１８２，５２１

００３，２３３８７２１３１４３７０９８５１，１４５７８３３６２４，６６７

５０４１，１７３１２，０５９４５４１，２２８３０６９２２８９１２，９０２９１８１，９８４２０，６２０

３３４３４２，２１７１１６２２５１２１１０４８２８６７６５２２１５２４，１４５

２２５５９７５，４５２３３４６５３６１２４１１，１２１２，１０３１，９１７１８６５９，３１６

２０１２５２，４５６２５４２８３１７８１０５１，０４６１，３１３１，０４６２６７１８，０７３

４９０４５６０６０６００１，０８２１，３１４４９９８１５１６，６０９

５１５４６５６，９７１１２７１４９１３８１１１３３１，５０９１，４７９３０３６，０９２

６４２８１，１６９２０５１，１３６５６５５７１６９６８５４５９２２６２２，４８１

７１６１４０８４３１，５９５１，０２８５６７７，７４５１１，５７７６，０２６５，５５１４２，０１６

４５４５０９，５３８３９３９４７４３０５１７２，８３０５，５７４２，４０３３，１７１３３，８９８

９２７５３５，５９２２１８３５７１４７２１０６２１８８１３０８５７３８，３４１

０２８６０１５４２５８１２２４６１５４２５８１２２４６１３，１５５

２，３８７８５１１，４７４３９０８４７４１９４２８２３７３３４１１４２２０４１，０００

２１０１０９９９７３１５９５８１，４１３４，６２５３２６４，２９９２７，５８５

９９３１８２３１６９３３６１０６２３０６５５６５５５８２７３１４，４０７

４５６１２１９０９６８１１５１２８１３５１２９６２７，６９１

３０１２８８６８１９８２０９１７０３９１，１５７１，１６９１，０７６９３６０，４１１

７０７１，０３３２，１５１１９１１，１８９４５３７３６１０４７３５６６９６６２９，３３０

００１３０６８７７４８２９０４０４５，４８０

００００７４２９８６４４１３３４１７３１７２７

００１５３８３５２２４４１３３１５０８

１，３２４１９６５２１１０２２６１６３４２４１９３０３１１６２，３０１

２５，０４４５３，２０８２８８，８３８１５，５４９３４，０６７１５，５２８１８，５３９７０，６１３１１６，５９４６５，２５３５１，３４１１，６７８，７２０

２９１５，１５４１０８，４２１３３３３，６４０６８１２，９５９４，２５５１４，３５２３，４００１０，９５２１０１，２７５

２５，０７３６８，３６２３９７，２５９１５，８８２３７，７０７１６，２０９２１，４９８７４，８６８１３０，９４６６８，６５３６２，２９３１，７７９，９９５

１９，５０６５５，４３７４５９，４７３１６，０４１３７，９５０１６，７６７２１，１８３７６，６９５１４１，８４３７０，９０９７０，９３４１，７６１，６１８

平成１５年３月３１日現在
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法学部研究室図書室がちょっと変わったのをご存知でしょうか

「附属図書館ホームページ」（URL: http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/）もご覧ください。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 編 集 室 だ よ り ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

東京大学附属図書館報“図書館の窓”　Vol. ４２ No.４（通巻４１２号）　２００３年９月１日発行
発行人　笹川郁夫　　編集委員　委員長・内島秀樹　　副委員長・松家久美　　委員・谷　ゆき・坂牧一博・
武居（滝澤）総子・小野澤さわ子・小山憲司・高橋 努
東京大学附属図書館発行　〒１１３-００３３ 東京都文京区本郷７�３�１　電話 ０３  （５８４１）  ２６１２

　一番大きく変わった点は、今まで法文３
号館１階と４号館３階の２箇所に別れてい
た入口が法文４号館３階に一本化されたこ
とでしょう。そして、一部資料の移動とと
もに閲覧室も移りました。
　これまで３階の継続資料室には雑誌・紀
要類・参考図書とともに官報・議会議事録
等が配架されていましたが、資料の増加の
ため書架に納めきれない状況となっていま
した。これを解消するための集密書架の設
置について学内予算の配分を希望していた
ところ、昨年度に認められましたので、２
月より工事・移動作業が行われました。
　まず、３階の３号館部分に置かれていた
官報・議会議事録等を一時他の場所に移し、
図書利用のための窓口・カウンター・閲覧
室のあった３号館１階に集密書架を設置し
ました。これとともに、図書利用のカウン
ター・閲覧室はそのまま３階へ引越し。雑
誌担当の継続資料室カウンターと、図書利
用のための閲覧カウンターはこれまでどお
り２箇所に別れていますが、ともに３階に
置かれ、法文４号館３階から入ってご利用
いただけるようになりました。同じフロア
にカウンターが二つあり、利用者の皆さん
にはわかりにくい面がありますが、２００４年
４月からは図書閲覧掛と継続資料班のカウ
ンターを統合して、図書閲覧掛カウンター
ですべての利用者に対応し、利用者の皆さ

んの一層の便をはかるべく、今、検討を進
めています。
　カウンターの移動のあと、閲覧室は３月
６日から利用を再開しましたが、集密書架
の設置には３月下旬までの日時を要したた
め、別置していた資料の再移動作業は４月
に入ってからとなりました。
　利用停止となっていた官報・議会議事録
等を集密書架に納め、こちらは５月から利
用できるようになっています。ただし、書
庫の中に移したため、閲覧室内にある図書
担当のカウンターで資料を出し入れするこ
とになります。ご利用希望の資料を「閲覧
票」にご記入のうえ、入口からは少し奥に
あります閲覧掛のカウンターへお申し込み
ください。
　最後に、法学部研究室図書室の利用につ
いての注意を少し。まず、図書室の資料の
貸出はしておりません。また、書庫に配架
されている資料すべてがOPACで検索でき
るわけではありません。他のデータベース、
蔵書目録などで法学部研究室図書室所蔵と
なっている資料で、OPACでは見つからな
い資料がありましたら、法文３号館１階に
ある目録カードも調べてみてください。３
階の閲覧カウンターでのお申し込みの際に
は、資料名・著者などとともに図書の請求
記号も必要ですので、OPACや目録カード
でご確認のうえご利用ください。

　これまでの体験をふり返ってみると、「いい出会い」とは、後になって実感することが多
いような気がします。今日これから、図書館で出会う本や雑誌、そして言葉たちは、もしか
したら後々に光るものになるのかもしれません。そんな出会いのお手伝いができれば、図
書館で働くものとしてこれほど嬉しいことはありません。（武居）
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